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１．�実験、アンケート調査、取引データ

　本稿では、アンケート調査から抽出したFX（外

国為替証拠金）取引の個人投資家の特性（認知能

力、非認知能力、選好、行動バイアス）と取引ス

タイルおよび投資パフォーマンスの関係について

分析した研究を紹介する（Iwatsubo and Rieger

［2021］）。

　個人の特性や意思決定を分析する手段として、

実験とアンケート調査がある。ここでは、まず、

実験とアンケート調査の利点・欠点について整理

しよう。実験の利点は、繰り返し環境や条件を変

化させて被験者の意思決定や行動を観察すること

ができる点である。アンケート調査も複数回、同

じ対象者に回答を依頼することができるが、継続

的な回収は難しい。また、実験では回答に応じて

参加者が受け取る謝金を変化させることで、被験

者に金銭的インセンティブを与え、より現実に近

い行動をとらせることが可能である。一方、アン

ケート調査では、回答者間に報酬の差がないこと

が多い。

　反対に、アンケート調査では大人数を対象とし

た調査が可能であるが、実験では実施の難しさゆ

えに少人数で行われることが多い。それゆえ、サ
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